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熱ルミネッセンス法による雲仙火山新期溶岩ドームの年代測定―2万年より若い
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雲仙火山は、多数の溶岩ドームからなる複成火山である。しかし、これらの溶岩ドームのうち、新期溶岩ドー
ム群の年代値はほとんどわかっていないのが現状である。

そこで、比較的若い年代の測定に向く石英の熱ルミネッセンス( T L )法を用いて新期雲仙火山に属する妙見岳火
山、普賢岳火山、眉山火山を形成する溶岩ドームの噴出年代を調べた。

雲仙火山は、多数の溶岩ドームからなる複成火山である。しかし、これらの溶岩ドームの噴出順序や噴出年代
は一部のK－A r年代値やフィッショントラック年代値を除いてあまりわかっていないのが現状である。特に新期溶
岩ドーム群については年代値が全く得られていないものが多い。そこで、比較的若い年代の測定に向く石英の熱
ルミネッセンス（T L）法を用いて新期雲仙火山（渡辺・星住、1 9 9 5）に属する妙見岳火山、普賢岳火山、眉山火
山を形成する溶岩ドームの噴出年代を求めた。

年代測定用試料として妙見岳火山では妙見岳で３地点、国見岳で３地点、普賢岳火山では普賢岳山頂溶岩で２
地点、風穴溶岩で１地点、眉山火山では北側に位置する七面山で１地点、南側に位置する天狗山で３地点の計1 3
地点、15個の試料を採取し、TL年代測定を行った。

T Lの発光測定については、受光波長領域5 5 0～7 0 0 n m、温度1 0 0～4 5 0°Cの範囲で窒素ガスによる雰囲気中で測
定した。パレオドーズの算出については生長曲線法を用いた。また、石英試料がその周囲の放射線源から受けた
β線線量の正確な評価を行うために各年代試料につき３枚以上の薄片試料を作成し、石英の粒径を測定した後、
実際の粒度分布曲線を作成した。これにより石英の粒径を求め、粒度別のβ線寄与率を計算して年間線量を算出
し、パレオドーズを年間線量で除することにより年代値を求めた。

以上の結果、妙見岳火山については、既存のK - A r年代値（２５及び２８k a；Watanabe et al.,1993）より若く、
国見岳で2 0 . 4±2 . 0 k a、妙見岳で1 4 . 0±0 . 9 k aのT L年代が得られた。普賢岳火山に属する普賢岳山頂溶岩と風穴溶岩
については，従来，年代値が報告されていなかったが各々2 . 5±0 . 3 k a、3 . 4±0 . 4 k aを示した。眉山火山の天狗山溶
岩からは，年代値の報告はなかったが，3 . 8±0 . 3 k aの年代が得られた。なお、国見岳、妙見岳、天狗山の年代値は
３個の年代値、普賢岳山頂溶岩の年代値は２個の年代値を加重平均したものである。

普賢岳のようなドーム火山で、２万年より年代については、火山噴火予知の観点から重要性が指摘されていた
にもかかわらず、適当な測定法がなかった。熱ルミネッセンス年代測定は、そのような対象について千年単位の
分解能で測定できることを証明したという点で画期的といえよう。


